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フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」
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相談電話

 埼玉いのちの電話

（毎月 10日午前 8時から 24時間）
（10日を除く毎日 16時から 21時）

（毎日 10時～22時）

０４８-６４５-４３４３

０１２０-７８３-５５６

（24時間365日）

インターネット相談

電話相談ボランティア募集説明会37期生

※予約の必要はありません

12月  7日（日）

12月14日（日）

12月13日（土）

越谷市中央市民会館５F会議室２・３

所沢ミューズ　会議室2号

ウェスタ川越　会議室1
（2026.4.1 現在）

（月～金 10:00 ～ 17:00）

応募資格20歳以上の方
お問い合わせ 埼玉いのちの電話 事務局
TEL 048-645-4322

この他に大宮ソニックシティ市民ホールと浦和コミセンを予定しています
（開催日は未定です）開催時間は、毎回14：00～15：30です

電話相談ボランティア募集



　埼玉いのちの電話にいつもご支援をいただきありがとう
ございます。お陰様で本年度も活動を継続することができま
した。ここに、2024年度事業報告をお届けいたします。
新型コロナウイルス感染症が５類となり二年が経過しまし
たが、この世界的流行は私たちの日常生活に大きな変化をも
たらしました。いまだに日常の人間関係、学校の授業形態、
子供たちの遊び方にまで大きな影響を残しています。さらに
異常気象など地球規模の自然災害が続いています。国家間、
民族間の争いも絶えません。政治でも、経済でも、世界中に
不安定な状況が続き、人々の心に不安や孤独が広がっていま
す。
　いのちの電話への期待は高く、相談電話は終日鳴り続けて
います。いのちの電話は市民活動であり、普通の人が普通の
人の苦しみを親身にお聴きすることで、苦しみを分かち合
い、共に生きていくことを願う活動です。活動面も資金面も、
その多くは人々の善意と熱意に支えられています。人は人と
支え合い、寄り添い合って生きているのです。私たちの活動
を継続できておりますのは、相談員の誠実さと真摯な思い、
そして、この活動を物心両面で支持してくださっている皆様
のお陰に他なりません。
　厚生労働省と警察庁の集計によれば、2024年の自殺者数
は、全国で、前年比、1,517人減の20,320人で、過去2番目
に少なかったのですが、小中高生については前年より16人
多い529人で、過去最多となってしまいました。多くの若者

2024年度事業報告にあたって　 理事長  川端 純夫

が悩みや苦しみを抱えている
のです。すべての人が安心安全
で幸せな生活を送ることがで
きる社会になることを願って
活動しております。
　本年度の相談活動は、ボラン
ティア相談員実働333名によ
り、受信電話7台で、24時間、
年中無休で受信いたしました。
長引く経済停滞や物価上昇による生活への影響などもあり、
相談内容にも変化が見られます。受信件数は昨年より1,848
件増加し、26,838件、1件当たりの相談時間は、平均38分
でした。若者の電話離れも懸念されており、インターネット
相談も継続実施しております。若い世代の理解を深めるた
め、県内高校４校の協力を得て、合唱ハートフルコンサ－ト
も実施いたしました。
　埼玉県自殺対策連絡協議会への参加をはじめ、自殺予防に
向けた県内各地域関連機関との連携や広報活動、広報誌の発
行等も継続しております。「いのちの電話」という一体感の
下で、相談員・事務局・関係者一人一人の責任感と熱意とに
よって相談活動が継続されています。関係者全員の心身の健
康が維持されることを念じてやみません。
　ご支援くださった皆様に心から感謝申し上げ、今後一層の
ご支援ご協力をお願いしてご挨拶といたします。

埼玉いのちの電話　2024年度　事業報告

越谷分室開設のお知らせ

令和 7年 2月　春一番の訪れと共に、相談者と相談員をつなぐ新たな出会いの場所で

こしがや

1本の電話の着信音が静かに鳴り響きました

NEWS

　皆様のご支援とご協力のおかげで、県西部の川越分室に続き、県東部地区に越谷分室を開設することが
できました。近隣の相談員がボランティア活動を長く続けていけるよう、また新たな相談員応募者の拡大
を図り、そしてお一人でも多くの方の心の声に寄り添うことを願い、活動してまいります。
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いのちの電話は聞いた事はあっても詳しく知らなかったが、知ることが出来て良かった。
コンサートを通して、人とのつながりや命の尊さを考えることができました。
いのちの電話の関係者や参加者と音楽を通して繋がれる良い機会となりました。
とても良いホール、そしてお客さんの前で、私たちの合唱を披露する場を貰えることができて良かったです。

埼玉いのちの電話　ハートフルコンサート2025
ひびけうたごえ つながれ想い

　2025年2月11日、森村豊明会の助成を受けて、埼玉いのちの電話の主催する県内高校4校による合唱コンサー
トが開かれました。2023年に続き2回目の開催です。会場の彩の国さいたま芸術劇場音楽ホールは、出場生徒を含
めほぼ満席となりました。加えてYouTubeでのライブ配信も行い、多くの方にご覧いただきました。現在でも視聴
可能です。

　今回は出場順に伊奈学園高校、春日部女子高校、叡明高校、浦和第一女子高校の４校が参加、いずれも合唱の実力校です。時
に力強く時に柔らかく歌声は会場にひびき、パフォーマンスを交えた若者らしく溌溂としたステージは、多くの来場者を楽しま
せてくれました。
　合唱の後には、いのちの電話スタッフと各校２名ずつの高校生がトークセッションを行い、最後に全員で「ふるさと」を歌っ
て終了となりました。来場者アンケートも好評で、次回の開催を望む声が寄せられています。

　埼玉いのちの電話は、活動を広く市民に伝え、理解を深めていただくために、講演
会やコンサート含めた広報活動を行っています。それが今後の様々な支援につながっ
ていくことを期待しています。今回は特に若者を対象とした広報事業として位置づけ
ました。後日、参加された生徒さんの感想が寄せられました。一部をご紹介します。

うつくしい歌声がホールにひびく

　高校生の歌声は人々の心にひびき、未来への希望、生きる喜びを伝えてくれました。今回も新たな繋がりが生まれ、有意義な
取り組みとなりました。ご協力いただいた学校及び関係者の皆様、音楽で感動を伝えてくれた高校生の皆様に厚く感謝申し上
げます。

幅広い世代とつながり、活動を若い世代に伝える

　いのちの電話のメールによるインターネット相談は、2006年東京センター（東京システム）で始まりました。
一往復のやり取りをするものでした。埼玉いのちの電話では、2014年5月から参加し、2020年からは「みんな
のインターネット相談」と名前を変えて、継続していました。
　一方、日本いのちの電話連盟が主催するネット相談は、2017年10月から始まり、埼玉いのちの電話も参加し
ました。こちらは3回継続して相談できるものでした。2つの異なるインターネット相談があったわけです。
　4月1日からは、この2つのシステムを1つに統合し、より多くの方に対応できるよう、電話相談と同様に1回
ごとの関わりとし、利用される方のその時の気持ちに寄り添う相談を目指すこととなりました。
　4月の返信件数は約200件。全国15のセンターで担当しました。
　これからも広い世代の方々にご利用いただければと願っています。

インターネット相談が4月1日から新たにスタートしました！新
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2024 年度  事業報告

① 継続研修　32グループ  毎月1回
② 相談員のための理論講座  年2回
③ 3年目相談員研修、7年目相談員研修

相談員数：45名(女性27名  男性18名)

① インターネット相談員養成研修
② インターネット相談員継続研修  年3回

① 2023年度事業報告作成
  冊子（A4）版1,800部　関係諸機関等に配布
② 広報誌の発行　
  106号(9月)、107号(12月)、108号(3月) 各7,000部
　 関係諸機関等に配布
③ ホームページのリニューアル

① 34期生の認定26名
② 35期生の初級研修13名2024年4月より毎週1回
③ 36期生相談員募集説明会
　 12月と１月に県内6ヵ所（川越、越谷、浦和、大宮、所沢、与
　野本町）
　 総参加者数68名

① 電話相談：24時間、365日実施
  電話台数：大宮センター６台　川越分室３台　越谷分室２台
　で受信
② 自殺予防フリーダイヤル：毎月10日8:00 ～翌日8:00受信
③ ナビダイヤル（2020年1月6日より開始）
  毎日10:00 ～ 22：00受信
④ 毎日フリーダイヤル（2020年7月1日より開始）
　 日曜・祭日と10日を除く16：00～ 19：00受信
⑤ ボランティア相談員数

１．電話相談事業

３．電話相談員の研修

４．インターネット相談事業

５．インターネット相談員研修

６．広報活動

２．電話相談員の養成・募集

① 2024年4月7日：HANDSIGNチャリティライブ
② 2024年8月25日：認定者および10年20年30年継続者を   
　祝う会
③ 2025年2月11日：ハートフルコンサート2025
④ 2025年2月23日：全体交流会

７．その他の活動など

資金収支計算書
（自）2024年4月1日　（至）2025年3月31日

（注）予備費支出 166,387 円は、人件費（111,830 円）建物修繕費（10,999 円）損害保険料（2,160 円）イベント事業費（32,711 円）
　　  ボランティア厚生費（8,687 円）に充当した

収支報告

相談員数：
 実 働 数：

412名　（女性 311名　 男性 101名）
333名　（女性 254名　 男性 79名）
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特別事業報告

2024年度後援会事業報告

① フリーダイヤル（統計データ：2024年1月～ 12月）
  実施日：毎月10日8：00～ 11日8：00（24時間）（12回）
  2024年4月～ 2025年3月
  参加センター：49センター
  受信総件数：24,586件
  自殺傾向件数：4,710件（19.2％）
  〈埼玉〉
  参加相談員延べ人数：72名
  受信件数：377件
  自殺傾向件数：98件（26.0％）
② 毎日フリーダイヤル（統計データ：2024年1月～ 12月）
  実施日：（10日を除く）16：00～ 21：00
　 2024年4月～ 2025年3月
  参加センター：35センター
  受信総件数：33,007件
  自殺傾向件数：6,964件（21.1％）
  〈埼玉〉
　 参加相談員延べ人数：230名
  受信件数：946件
  自殺傾向件数：283件（29.9％）
③ 第48回いのちの電話シンポジウム
  開催日：9月15日　会場：埼玉会館大ホール
　 テーマ：「依存症といのち」
　 講師：成瀬暢也 氏   高知東生 氏　米沢宏 氏
　 参加者：会場参加335名　　オンライン参加170名　　　　　
　YouTubeの視聴2,100名
④ 公開講演会
  開催日：12月21日　会場：与野本町コミュニティセンター
　 テーマ：「物語からの贈り物」
　 講師：斎藤惇夫 氏
　 参加者：101名

　 ナビダイヤル（統計データ：2024年1月～ 12月）
  実施日：毎日 10:00 ～ 22:00
    2024年4月～ 2025年3月
  参加センター：26センター
  受信総件数：33,067件
  自殺傾向件数：5,313件（16.1％）

1．厚生労働省の自殺防止対策事業

① 埼玉県自殺対策連絡協議会
② 自殺対策連絡協議会：さいたま市・川越市・坂戸市・越谷市・吉川市
③ 埼玉県「暮らしとこころの総合相談会」の事務局会議 毎月1回
④ 埼玉大学特別講座：「生きる力と聴くということ」
⑤ 鴻巣市民大学講座：「こうのとりアカデミー講座」
⑥ 自殺予防月間キャンペーン：川越市とJR川越駅構内、本川越駅構内

３．自殺予防に向けて県内関連機関との連携

２．自殺防止対策事業

2024年6月3日・10月7日･2025年2月3日

1．後援会理事会開催（年 3回）

後援会理事及び協賛企業8社から、延べ28回の広告掲載のご
協力をいただきました。

2．埼玉新聞（１面）に突き出し協賛広告掲載

広報誌106・107・108号に後援会理事及び協賛企業11社か
ら、延べ26回の広告掲載のご協力をいただきました。

3．広報誌に協賛広告掲載

バザー委員会・OB有志により大宮センター及び川越分室にて、
寄贈品・手作り品・ペットボトル飲料の販売を行いました。

5．バザー

チラシ・プログラムを作成するにあたり、埼玉県・さいたま市・
埼玉県教育委員会・さいたま市教育委員会、埼玉県社会福祉協
議会・さいたま市社会福祉協議会・埼玉県PTA連合・さいたま
市PTA協議会の後援をいただきました。
また後援会理事及び企業、団体から協賛・協力をいただきまし
た。

4．チャリティ映画会主催
（2025年3月14日：映画「夜明けのすべて」　於ソニックシティ小ホール）

　 〈埼玉〉
　 受信件数：1,270件
　 自殺傾向件数：250件（19.7％）
 



男性の相談では「人生」「精神」で49％、次いで「対人」
9％「身体」8％であるのに対して、女性は「人生」「精神」
で40％、「家族」16％「対人」14％の順で相談が多くあ
ります。男女で相談内容に違いがあります。

インターネット相談は20代、30代からの相談が多く、
女性からが約7割を占めます。2023年から返信件数は
減少傾向にありましたが、自殺傾向のある相談は電話相
談の14.3％と比べるととても高くなっています。

・相談員延べ人数　　　　　　　　349名
・総返信件数　　　　　　　　　　605件

・自殺傾向件数　　　　　　　　　199件
・自殺傾向率　　　　　　　　　　32.9%

2024年相談統計の概要

① 相談内容

10代・20代からの相談は全体の5.2％とごく僅かです。
男女とも40代50代からの相談が多く、全体の54.2％
になります。今年は50代女性からの相談が増えました。

② 年代別相談件数

自殺傾向のある相談は3,832件で、割合としては昨年
より0.9％減少しています。男女別では、50代女性が
12.8％、男性40代が16.6％と高くなっています。

③ 自殺傾向

１．電話相談

2. インターネット相談

・受信相談件数

・自 殺 傾 向
・自 殺 傾 向 率
・所 要 時 間

26,838 件（一日平均 74件）
( 男性 40.3％　女性 59.3％、その他 0.4％)
3,832 件
14.3％
一件平均 38.3 分

（男性 140 件、女性 415 件、非開示 50 件）

男女別相談内容

年代別相談件数

女
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　TVでもネットでもAIという言葉を目にしない日はありませんが、実体がよくわから
ないままに、その関連技術は、家電をはじめ生活の隅々にまで入り込んでいます。エア
コンにも冷蔵庫にも、状態を検知して自動調整する機能が搭載されてきていますが、こ
れらはAIの得意分野です。
　また、この5年ほどで、一般の人々が仕事や生活の中で便利に使う事ができるように
なりました。右のイラストも画像生成専門のAIに「AIとはなんでしょうか？」という
テーマひとつで作ってもらったものです。
　ChatGPTというサービスをご存じでしょうか？対話形式で、単純な質問の答から、
グラフなどの資料、コンピューターのプログラムまで作ってくれ、さらに「こういうのもどうですか？」と薦めてくれます。無料版を誰
でも手軽に利用することができます。
　まずは簡単な利用者登録をして、話しかけてみると（これを「プロンプトprompt」と呼びます）チャット（おしゃべり）仲間のように
フレンドリーにこたえてくれますよ。

　今回はAI自身に「AIとはなにか？」を聞いてみました。

どんどん話を進めようとしてくれますが、ここまで読んでいただいた方は、ぜひご自身でアクセスしてみてください。　
　こうして見ていくと「これは悩み相談にも使えるのでは？」と思われた方もいらっしゃるでしょう。すでに現在、AI相
談は民間でも自治体でも始まっています。
　埼玉いのちの電話でも「現状、AIでどれほどのことができるのか？」を知りたいと思い、実際にいくつかの自治体にAI
相談システムを提供している株式会社ZIAI（ジアイ）の櫻井昌佳氏に、来年１月の公開講演会の講師をお願いしました。
詳細は12月発行の本広報誌およびHPをご覧ください。
　今後、仕事を肩代わりしてもらうことで、「人間が働く」ことの意味合いが変わり、それに伴って悩みの質も変わってくるはずです。
　将棋の世界ではAIに勝てなくなり、逆にその打ち筋の意味を人間の方が学ぶという段階に入っているように、数十年後、総体として
人間の知能を凌駕してしまう時点（シンギュラリティsingularity）を迎えて制御不能になってしまうのではないかとの危惧もあります。
　「AIについて考えるということ＝今後の人類の生活を考えるということ」ではないでしょうか。講演会をきっかけにいっしょに考えて
いきたいと思います。

もちろんです！　AI（エーアイ）とは「Artificial Intelligence（人工知能）」の略で、「人間のように考
えたり学んだりするコンピューターの仕組み」のことです。
もっと簡単に言うと「人の知恵をまねるコンピューターの頭脳」です。

たとえば、人がやるようなこんなことをAIができるようになります：
　会話する（例：SiriやChatGPT）
　写真を見て、何が写っているか判断する（例：顔認識）
　ゲームで戦う（例：囲碁や将棋でプロに勝つAI）
　車を自動で運転する（例：自動運転）

AIは以下のような「人間の頭の働き」に近いことができます
　学ぶ（過去のデータからパターンを覚える）
　判断する（「これは猫」「これは犬」など区別する）
　予測する（「明日は雨が降りそう」など未来を予測する）

もし興味があれば、「AIにはどんな種類があるの？」「どうやって学習するの？」などもわかりやすく説
明できますよ！

あなたのとなりの人工知能
～ AIとはなんでしょうか？

こんにちは。AIとはなにか？を初心者向けに説明してください私：

ChatGPT:

ChatGPT



2025年

第96回理事会19日

36期生初級講義「私のボランティア」19日
4月 12日 36期生開講式

5月 9日 2024年度法人会計監査・運営監査・
後援会会計監査

6月 2日 第100回後援会理事会

7月 12日 35期生初級講義
「いのちの電話のうけ手として」

7日 35期生初級講義「発達障害」
14日 35期生初級講義「性Ⅱ」
21日 日本いのちの電話連盟総会
23日 第74回定時評議員会  第97回理事会

19日 36期生初級講義「思春期・青年期」
27日 相談員のための理論講座（第１回）

「癒しと成長のエッセンスを体感しよう」

17日 35期生初級講義「精神障害Ⅱ」

広報誌109号をお届けします。2024年度の事業報告の他、直近
の取り組みをご紹介しました。今年度から発行月を8月、12月、
4月に変更し、長年親しまれていた表紙のデザインも、来年4月発
行の111号からリニューアルする予定です。より親しまれ、興味
深く読んでいただける広報誌をめざします。
この春から市内4か所の行政機関や公共施設に20施設分の広報
誌を届けることを先輩から引き継ぎました。郵送のほかにも、多
くの相談員の手で県内各地の施設に届けられているのです。手か
ら手に、ぬくもりのあるネットワークを大切に、一人でも多くの
方々に届けたいと思います。（M.K）

あなたのご支援を必要としています
いのちの電話の活動は、多くのボランティアの無償の奉仕によって支えられてい
ます。この活動をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。

ご寄付いただいた方へは、事業報告や広報誌の他、様々な催し物のご案内など
をお送りしております。埼玉いのちの電話は寄付金控除の指定を受けている
社会福祉法人です。ご寄付は税法上の優遇措置があります。

郵便振替　００１４０―９―１３７３８０
加入者名：社会福祉法人埼玉いのちの電話
ゆうちょ銀行自動引き落としの方法もあります。詳しくは事務局にお問い合わせ下さい。

埼玉りそな銀行大宮支店　（普通）４３１５５１０
口座名：社会福祉法人埼玉いのちの電話

振込先

インターネットから

インターネットからも寄付ができます。
埼玉いのちの電話のHP、または右の
QRコードから

https://saitama-id.or.jp/
埼玉いのちの電話 検索

チャリティ映画会

■ 会場　大宮ソニックシティ小ホール
■ 上映映画　未定

■ 2026年 3月 14日（土）10：30～・14：00～

■ 会場　RaiBoC Hall（市民会館おおみや）小ホール

■ 入場無料
※ 詳細は広報12月号／HP／チラシでお知らせいたします

※ 詳細は広報12月号／HP／チラシでお知らせいたします

■ 講師　（株）ZIAI（ジアイ）櫻井昌佳 氏
■ 演題　AI相談の現状と未来（仮）

■ 2026年 1月 11日（日）　14:00(開演 )～16:00

公開講演会

8


	P1.pdf
	P2.pdf
	P3.pdf
	P4.pdf
	P5.pdf
	P6.pdf
	P7.pdf
	P8.pdf

